









Estimation of snowfall intensity by using the data of snow particle diameter and fall speed. 
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It is difficult to measure the snowfall intensity exactly. A new method to obtain the snowfall intensity is tested for weak 
snowfall at Kitami, Hokkaido. The mass of each snow particle was calculated from a function of diameter and fall speed, 
which were measured by optical didrometer. The snowfall intensity was calculated from the total mass of snow particles for 























粒径と落下速度を観測する光学式降水量計として光学式粒径測定器 (Senecom 社 SE－LP5411)を使用した。この
測器は、投受光部間の水平な光束を降雪粒子が横切った際の電圧変化から、粒径(0.2～8.5mm)を 22 段階に、落下







 まず、光学式降水量計から見積もった間接方式の降水量と天秤法で測定した直接方式の降水量の比較を図 1 に
示す。(a)は、1月 24 日(-2～-4℃)11 時間、(b)は、2月 18 日(-1～-2℃)10 時間の観測例で、5分平均の降水強度
の比較である。降雪強度は 1mm/hr を超えない程度の弱い降水であるが、回帰直線の傾きはそれぞれ 1.13 と 0.93、
  
相関係数は 0.91 と 0.95 であり、弱い降雪でも見積もった降水量は実測値とほぼ一致することがわかった。長岡
の暖地降雪でも光学式降雪量計で見積もった量は、実測値とよく一致していたが、降雪強度は 10mm/hr を超える
ような強い降水も多く含まれていた。 
次に光学式雨量計で測定した降雪粒子の粒径と落下速度の関係を示す。図 2 の(a)(b)は、図 1 と同じ 2011 年 1 月




図 2(a)(b)の北見の観測例では、降雪量に寄与する粒径は、0.6mm 程度の小粒子と 2～3mm の粒子の 2 つのモー
ドがあることが分かる。(a)の例のほうが 2 つのモードが顕著であるが、5mm 以上の大きな粒子はほとんど寄与し
てなく、相対的に小さい粒子の降雪であったことが分かる。一方、(b)の例では(a)に比べ、大きい粒子が多いこと
が分かる。図 1 で示したように、回帰直線の傾きが 2 例でわずかに異なり、光学式降水量計から見積もった降水
量は、(a)の例では実際より少なく、(b)の例では多くなっていたが、図 2 の(a)(b)からその差は大きい粒子の質量の
見積もりの差によるものと考えられる。一方、図 2 の(c)で示したように、長岡での観測例では、2～5mm の大きい
粒子の寄与率が大きく、長岡に比べ北見は、雪片が小さいことが分かる。 
次に地上気温が‐5℃以下の低温の場合の 5 分間の平均粒径と平均落下速度の関係を図 3 に示した。この図で示
した平均も各ビンの質量の重み付き平均である。地上気温が-5℃以下の降雪では、平均粒径は 0.4mm から 2.3mm
と小さい場合が多く、平均落下速度はほとんど変わらず 1m/sec ほどであった。粒径は長岡の暖地降雪の例に比べ
小さく、雪片がより小さいことがわかる。 
図１． 光学式降雪量計と天秤式降雪量計から求めた 5 分
平均降雪強度の比較。R：相関係数、A:回帰直線の傾き、B: 
回帰直線のｙ軸切片、N:観測個数 





(a):1 月 24 日、(b):2 月 18 日、(c):長岡の‐3～‐
4℃の観測例 
←図３．低温時の降雪(-15℃～-5℃)の 5 分平均(質量
重み付き)の粒径と落下速度の関係。 
 
